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報告事項（ 1 ）

令和 7 年度　 事業報告
（ 自令和 7 年 4 月 1 日至令和 8 年 3 月31日）

1 　 はじ めに

　 こ れま で一宮法人会は、 公益社団法人と し て「 法人会の理念」 に基づき 、 国及び地

域の発展に貢献する 経営者の団体と し て、 多く の事業を 行っ てき ま し た。

　 ま た、 昨年には昭和51年の社団化から 50周年の節目を 迎え、 記念事業を 無事に終え

る こ と ができ ま し た。 こ れも ひと えに、 役員並びに会員の皆様のご支援と ご協力の賜

物であり 、 厚く 御礼申し 上げま す。

　 当年度の我が国経済は、 賃上げや企業収益の改善によ り 緩やかな回復基調にある 一

方、 物価上昇や金利変動、 国際情勢の不安定化など によ り 先行き は不透明な状況で推

移し ま し た。 こ のよ う な中、 企業は物価高騰や賃上げ、 人手不足への対応と いっ た課

題に直面し ていま す。

　 こ う し た環境のも と 、 当法人会は、 各種税務研修会の実施を はじ め、 小学校におけ

る 租税教室への講師派遣、 税に関する 絵はがき の作品募集、 経済・ 文化講演会や署長

講演会の開催など 、 多く の公益事業を 行っ てき ま し た。 こ れら に加え、 社会貢献事業

はも と よ り 、 会員相互の親睦を 深める 事業についても 実施する こ と ができ ま し た。

　 次年度においても 、 引き 続き 税務当局のご指導・ ご支援を 賜り ながら 、 本来の使命

である 税知識の向上と 納税意識の高揚を 図る と と も に、各種事業を 展開し ていき ま す。

　 会員の皆様におかれま し ては、 今後と も 変わら ぬご支援、 ご協力を 賜り ま すよ う お

願い申し 上げま す。

2 　 組織関係

　 厳し い社会情勢の影響によ り 、休廃業等を 理由と し た会員数の減少が続いていま す。

平成28年度から は新規会員の獲得を 目的に報奨金制度を 導入し ていま すが、 依然と し

て減少に歯止めがかかっ ていない状況です。 令和 7 年度は、 入会52社に対し 退会98社

と なり 、 結果と し て46社の減少と なり ま し た。

会員数（ 内 特別会員） 加入率

令和 7 年 3 月末 2,998社（ 111社） 30.9%

令和 8 年 3 月末 2,952社（ 112社） 30.0%

増 減 △46社（ 1 社） △0.9%
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部会名 会員数（ 令和 8 年 3 月末）

青年部会 50名

女性部会 55名

税務経理研究部会 37名

3 　 公益目的事業等の実施状況について

（ 1 ） 税を めぐ る 諸環境の整備、 改善等を 図る ための事業（ 公益 1 事業）

　 　 イ 　 税知識の普及を 目的と する 事業【 公 1 － 1 】

　 当会の事業と し て定着し ている 定例研修会は、 年 6 回・ 2 会場において延べ

12回開催し ま し た。 研修内容は、「 いわゆる 年収の壁の見直し についての最新

情報」 や「 消費税の仕入税額控除を めぐ る 税務調査のポイ ント 」 など 、 実務に

役立つテーマを 取り 上げて解説し ま し た。

　 また、 税務経理研究部会や各支部においても 引続き 研修会を開催すると と も に、

一宮税務署のご協力を得て、 署長をはじ めと する 税務署幹部や法人課税第五部門

の源泉所得税担当官による 講演会、税務研修会、年末調整説明会を実施し まし た。

　 　 ロ 　 納税意識の高揚を 目的と する 事業【 公 1 － 2 】

①地域イ ベント において、「 萩原チンド ンまつり 」、「 びさ いまつり 」、「 祖父江イチョ ウ黄

葉まつり 」 の各会場で税金展や税金ク イ ズを実施し まし た。 あわせて、「 稲沢まつり 」

では、 愛知啓成高等学校演劇部による『 税を学ぶ演劇 3 つの願い』 を上演し まし た。

②青年部会では、 小学生高学年を 対象に「 楽し んで知る 税の勉強会」 と 題し た

日帰り の「 1 デイ キャ ンプ」 を 実施し ま し た。 参加し た子ど も たちは、 自然

の中で税について楽し く 学びながら 、 夏休みのひと と き を 過ごし ま し た。

③青年部会・ 女性部会等によ る 合同事業「 租税教室講師派遣事業」 では、 36名

の講師を 19の小学校へ派遣し 、 延べ56回の授業を 行いま し た。

④平成24年度から 実施し ている 女性部会主催の「 税に関する 絵はがき コ ンク ー

ル」 は、 本年度で14回目を迎え、 44の小学校から 1,944点の応募があり まし た。

さ ら に、 一宮法人会の選考で最優秀賞と なった作品は、 愛知県代表と し て東

海四県の選考において、 昨年に引続き 「 名古屋国税局長賞」 を受賞し まし た。

⑤広報事業では、 年 2 回、 税務研修会等の記事を中心と し た広報誌「 つむぐ 」 を発

行し まし た。 今後も 内容の充実を図り 、 税に対する 意識の向上に努めていきます。

　 　 ハ　 税制及び税務に関する 調査並びに提言に関する 事業【 公 1 － 3 】

　 税制委員会を 中心に税制に関する 意見を 取り ま と め、 法人会と し ての提言を
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国会議員や地元の首長に手交し 、 その実現に向けた活動を 行いま し た。

（ 2 ） 地域経済の活性化と 、 健全な発展を 図る ための事業（ 公益 2 事業）

　 　 イ 　 地域経済の健全な発展に資する 事業【 公 2 － 1 】

　 社団化50周年を 記念し 、「 師匠が語る 藤井聡太と いう 才能、 部下を 伸ばす育

成術」 と 題し た講演会を開催し 、 将棋棋士の杉本昌隆氏によ る 講演会が行われ

まし た。 あわせて、 愛知県労働局労働福祉課職員を講師に迎え、「 愛知県におけ

る カス タ マーハラ ス メ ント 防止施策」 に関する セミ ナーを実施し まし た。

　 　 ロ 　 地域社会への貢献を 目的と する 事業【 公 2 － 2 】

　 社団化50周年及び税経部会創立70周年を 記念し 、「 日本と 世界の経済の『 いま 』

を 語る 」 と 題し た講演会を 開催し 、 コ ラ ムニス ト 堤伸輔氏によ る 講演会が行わ

れま し た。 ま た、 医師竹下正文氏によ る 「 がんは早期発見・ 早期治療で完治を

目指せま す～がんの予防から 健診・ 治療ま で～」 と 題し た講演を 実施し ま し た。

（ 3 ） 会員の福利厚生等に資する 事業（ 収益事業）

　 　 イ 　 保険事業

　 法人会では、 会員企業の経営者及び従業員の保障と 福利厚生を支援する ため、

全法連及び愛知県連と 連携し 、 各種保険制度等の普及促進に取組みまし た。

　 　 ロ 　 健康増進事業

　 会員企業の役員及び社員のための人間ド ッ ク の斡旋を 実施し ま し た。

　 　 ハ　 広告掲載事業

　 会報誌を 活用し た広告掲載については、 従来通り 提携先の保険会社を 中心に

実施し ま し た。

（ 4 ） 会員の交流に資する ための事業（ その他事業）

　 会員相互の親睦を 深める ため、 会員一日研修会を 複数支部によ る 合同開催と

し て実施し ま し た。

　 当会は公益社団法人と し て公益事業を中心に取り 組んでいま すが、 その活動は

法人会の会員の皆様に支えら れて成り 立っています。限ら れた予算ではあり ますが、

会員の皆様に加入のメ リ ッ ト を実感し ていただけるよう 、今後も 取組んでいきます。

公益目的事業等の実施状況の詳細は次頁の別表（ 事業一覧表） のと おり です。


